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１．概要（Summary） 

近年のマイクロデバイス開発は、応用先の高度化に伴

い、集積化・微細化と製作工程の簡易化を同時に満たす

ことが求められている。本研究では Fig. 1に示すような光

熱効果による温度制御が可能なマイクロヒータの開発を

目的とし、素材として用いる複合材料の加工特性を評価

した。加工特性である露光膜厚は、山口大学微細加工プ

ラットフォームの触針式表面形状測定装置を用いて計測

した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

触針式表面形状測定装置  

 

【実験方法】 

22 mm × 22 mmのカバーガラス上に、感光性レジスト

と銅粒子の懸濁によって調製した複合材料を塗布した。

複合材料の加工特性である露光膜厚を明らかにするため

に、カバーガラスの背面から紫外線露光をおこない、現像

後に残った構造物の高さを計測した。露光量は 0.15 

J/cm2から 0.7 J/cm2まで 9つの条件とした。露光膜厚は，

各サンプルで 3 箇所ずつ測定し，その平均値を算出し

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2 に露光量に対する露光膜厚の測定結果を示す．

約 0.4 J/cm2までは露光膜厚が露光量に比例して変化す

る様子を示したが，0.5 J/cm2以上の場合は変化しなかっ

た．これは，複合材料に懸濁した銅粒子が紫外光の進入

を阻害し，膜厚 25 µm付近で光の進入が停止したためだ

と考えられる．以上の結果から，複合材料を用いた加工に

は限界深さが生じることがわかった．一方，一定値以上の

光を照射することで再現性良く一定の膜厚を得ることがで

きると考えられる． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

山口大学微細加工支援室の木村 隆幸氏の協力を得

た．ここに記して謝意を表する． 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし． 

 

６．関連特許（Patent） 

なし． 

 

Fig. 1  Conceptual diagram 

 

Fig. 2  Exposed thickness 

 


